
　池田　患者さんも、またぶんぶん頭
を振ることもないですね。
　堤　一応やらせてもらうかもしれな
いですが。だいたいめまいで受診する
と、診療所でも病院でもめまいを起こ

されます。
　池田　そうしないと診断がつかない
ですしね。
　堤　はい。
　池田　ありがとうございました。

東京都済生会中央病院健康デザインセンター長
白波瀬　丈一郎

（聞き手　中村治雄）

職域精神保健総論：働くこととストレス

　中村　白波瀬先生にこの企画の意図
や狙いをお教えいただければと思いま
す。
　白波瀬　職域のメンタルヘルスとい
うのはこれまで長い歴史があって、先
人の方々が随分いろいろと積み重ねて
きました。新型コロナウイルス感染拡
大で、これまでのやり方を一から作り
直すような状況が生まれています。今
一度ここで、新たな気持ちで職域のメ
ンタルヘルスというものを考え直して
みるにはとてもいい機会ではないかと、
このような企画を考えました。
　中村　働き方改革のようなものも入
ってくるのですね。
　白波瀬　おっしゃるとおりだと思い
ます。
　中村　私どもは１日の収入を得るた
めにどうしても働かないといけない状
況にあり、その働いた結果として収入
を得、楽しく生きていくと思います。
その基礎になる職域、働く人の意欲、
性格、持っている疾病、いろいろな条
件がこれに絡んでくると思うのですが、

この辺はどうお考えでしょうか。
　白波瀬　一つは、先生がおっしゃっ
たとおり、働くのは何かしらたいへん
なことで、たいへんなことだから対価
が得られ、我々はその対価をもってい
ろいろ楽しむという生活をしている。
それによっていわば精神的な健康を保
つ。こういう側面があると思います。
もう一つWHOは、肉体的にも精神的
にも社会的にも、すべてwell beingな
状態であることを健康の定義としてい
ます。この「社会的にもすべてが満た
される」という中には、働ける、社会
に参加している、社会に貢献できると
いうことが含まれ、実は精神的な健康
にとても重要な部分ではないかと思っ
ています。
　確かに働くことはたいへんストレス
があって、辛いものでもある一方、そ
こから我々は健康であったり、ある種
の成長のようなものを手に入れている
ところがあります。働くうえでのスト
レスのようなものを減らしていかなけ
ればならないと思う一方で、いかに働

職域精神保健の課題（Ⅰ）

ドクターサロン66巻10月号（9 . 2022） （617）  4140 （616） ドクターサロン66巻10月号（9 . 2022）

2210_HONBUN.indd   40-412210_HONBUN.indd   40-41 2022/09/09   9:322022/09/09   9:32



のですが、その辺はいかがでしょうか。
　白波瀬　それは大賛成です。今の産
業保健の世界では、ストレスというと
とかく悪者扱いなのですが、そもそも
ストレス学説を提唱したハンス・セリ
エは、「ストレスは人生のスパイスで
ある」という言葉を残しています。ス
パイスが強すぎれば刺激が強すぎて食
べられないけれども、少ないとやはり
味気なくておいしくないという意味で、
ストレスは人が生きていくうえでなく
てはならないもので、人が成長するた
めにはストレスがなければいけないと
もいわれています。
　中村　私も全く同感です。そうなる
と、受け取る側のほう、先ほど先生に
ご指摘いただいたダイバーシティに絡
むのでしょうが、人それぞれですから、
ストレスをいい方向へ持っていっても
らうような指導もしなければいけない
ということでしょうか。
　白波瀬　いわゆるダイバーシティ、

あるいは合理的配慮と最近、障害者差
別をなくそうという法律の中でいわれ
ていますが、そういう会社あるいは雇
用者側ができる配慮は十分しなければ
いけない。一方で、何が何でも全部合
わせていると、これもまた成長になら
ないので、ここまでは配慮するけれど
も、君たちもここは頑張ってねという、
メリハリを会社が持てるようになるこ
とがすごく大事ではないかと考えます。
　中村　そうすると、雇用側もかなり
勉強してもらわないといけませんね。
　白波瀬　そうですね。誰かが答えを
知っているではなくて、みんなでこの
辺がどうも落としどころかなというの
を話し合える、そんな体制作りがとて
も大事になってくると考えます。
　中村　これから長丁場になりますが、
先生を含めてご専門の立場でいろいろ
な領域をカバーしていただくことにな
ります。どうもありがとうございまし
た。

くことから達成感や充実感を見つけ出
してもらえるようにするかも、職域の
メンタルヘルスに関わっている者の役
割の一つではないかと考える次第です。
　中村　その人にとって励みになって
いくのですね。
　白波瀬　おっしゃるとおりだと思い
ます。あるいは、働くことが励みにな
るということをいかにお伝えするかも
すごく大事かと思います。
　中村　そうなりますと、職域で働い
ている人たちの今までの経験もさるこ
とながら、持っている性格や、何か病
気を抱えているとか、そういったもの
といろいろ絡んでくるのですね。
　白波瀬　はい。そちらから言うと、
確かにこれからは、こういう働き方を
せねばならないと一つに限るのではな
くて、こういう性格の人、あるいはこ
ういう病を持った人にはこんなふうな
働き方がある、そういう多様性を雇用
する側も考えていかなければならない
時代ではないかと考えます。
　中村　その間に産業医という職域が
あるのですが、産業医がその調節をす
るのでしょうか。
　白波瀬　精神保健とか、産業保健、
そこがまさに産業医に働いていただく
現場だと思うのですが、ここはある意
味、無人地帯、no-man’s landといって、
戦争で陣地取りをする際の、真ん中に
ある両軍誰も踏み込めないような場所
のように、産業保健や産業精神保健と

いうところはいわゆる専門家がおらず、
私が全部知っているとはならないので
す。産業医は医学的な経験を持ってい
ると同時に、この誰も専門家がいない
場所に、会社の人や、医師など、いろ
いろな人を呼び入れて、例えばこの労
働者にはどのような対応をすると会社
にとっても、労働者本人にとっても一
番幸せな選択であるのかをコーディネ
ートするような役割がすごく求められ
てくると考えます。
　中村　そうしますと、産業医も随分
勉強しなければいけないですね。
　白波瀬　確かにこれまで医学の勉強
をしてこられた方が多いと思うのです
が、会社の考え方などを勉強していた
だくことはすごく大事です。それこそ
就業規則をしっかり読み込んだり、私
は会社にお願いしてフレッシュマンと
一緒に春の新人研修で話を聞いたりし
て、その企業で働くことがどのような
ことなのかを知るようにしています。
　中村　いいお話ですね。産業医も勉
強しなければいけないわけですから。
　白波瀬　勉強というか、そこに興味
を持っていただくことが産業医にとっ
てすごく大事だと思います。
　中村　産業医も含めてそういう立場
で働いていると、ストレスをどうして
も受けなければいけない。ある程度私
どもにとって励みになるストレスもあ
ると思うのです。すべてネガティブな
方向にばかりいくわけではないと思う
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のですが、その辺はいかがでしょうか。
　白波瀬　それは大賛成です。今の産
業保健の世界では、ストレスというと
とかく悪者扱いなのですが、そもそも
ストレス学説を提唱したハンス・セリ
エは、「ストレスは人生のスパイスで
ある」という言葉を残しています。ス
パイスが強すぎれば刺激が強すぎて食
べられないけれども、少ないとやはり
味気なくておいしくないという意味で、
ストレスは人が生きていくうえでなく
てはならないもので、人が成長するた
めにはストレスがなければいけないと
もいわれています。
　中村　私も全く同感です。そうなる
と、受け取る側のほう、先ほど先生に
ご指摘いただいたダイバーシティに絡
むのでしょうが、人それぞれですから、
ストレスをいい方向へ持っていっても
らうような指導もしなければいけない
ということでしょうか。
　白波瀬　いわゆるダイバーシティ、

あるいは合理的配慮と最近、障害者差
別をなくそうという法律の中でいわれ
ていますが、そういう会社あるいは雇
用者側ができる配慮は十分しなければ
いけない。一方で、何が何でも全部合
わせていると、これもまた成長になら
ないので、ここまでは配慮するけれど
も、君たちもここは頑張ってねという、
メリハリを会社が持てるようになるこ
とがすごく大事ではないかと考えます。
　中村　そうすると、雇用側もかなり
勉強してもらわないといけませんね。
　白波瀬　そうですね。誰かが答えを
知っているではなくて、みんなでこの
辺がどうも落としどころかなというの
を話し合える、そんな体制作りがとて
も大事になってくると考えます。
　中村　これから長丁場になりますが、
先生を含めてご専門の立場でいろいろ
な領域をカバーしていただくことにな
ります。どうもありがとうございまし
た。

くことから達成感や充実感を見つけ出
してもらえるようにするかも、職域の
メンタルヘルスに関わっている者の役
割の一つではないかと考える次第です。
　中村　その人にとって励みになって
いくのですね。
　白波瀬　おっしゃるとおりだと思い
ます。あるいは、働くことが励みにな
るということをいかにお伝えするかも
すごく大事かと思います。
　中村　そうなりますと、職域で働い
ている人たちの今までの経験もさるこ
とながら、持っている性格や、何か病
気を抱えているとか、そういったもの
といろいろ絡んでくるのですね。
　白波瀬　はい。そちらから言うと、
確かにこれからは、こういう働き方を
せねばならないと一つに限るのではな
くて、こういう性格の人、あるいはこ
ういう病を持った人にはこんなふうな
働き方がある、そういう多様性を雇用
する側も考えていかなければならない
時代ではないかと考えます。
　中村　その間に産業医という職域が
あるのですが、産業医がその調節をす
るのでしょうか。
　白波瀬　精神保健とか、産業保健、
そこがまさに産業医に働いていただく
現場だと思うのですが、ここはある意
味、無人地帯、no-man’s landといって、
戦争で陣地取りをする際の、真ん中に
ある両軍誰も踏み込めないような場所
のように、産業保健や産業精神保健と

いうところはいわゆる専門家がおらず、
私が全部知っているとはならないので
す。産業医は医学的な経験を持ってい
ると同時に、この誰も専門家がいない
場所に、会社の人や、医師など、いろ
いろな人を呼び入れて、例えばこの労
働者にはどのような対応をすると会社
にとっても、労働者本人にとっても一
番幸せな選択であるのかをコーディネ
ートするような役割がすごく求められ
てくると考えます。
　中村　そうしますと、産業医も随分
勉強しなければいけないですね。
　白波瀬　確かにこれまで医学の勉強
をしてこられた方が多いと思うのです
が、会社の考え方などを勉強していた
だくことはすごく大事です。それこそ
就業規則をしっかり読み込んだり、私
は会社にお願いしてフレッシュマンと
一緒に春の新人研修で話を聞いたりし
て、その企業で働くことがどのような
ことなのかを知るようにしています。
　中村　いいお話ですね。産業医も勉
強しなければいけないわけですから。
　白波瀬　勉強というか、そこに興味
を持っていただくことが産業医にとっ
てすごく大事だと思います。
　中村　産業医も含めてそういう立場
で働いていると、ストレスをどうして
も受けなければいけない。ある程度私
どもにとって励みになるストレスもあ
ると思うのです。すべてネガティブな
方向にばかりいくわけではないと思う
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